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【研究要旨】 
＜目的＞全国の総合および地域周産期母子医療センターの施設機能の評価に使用されてい

る施設評価票の精緻化を行う。 

＜対象と方法＞「各都道府県の周産期医療体制に係る調査及び周産期母子医療センターの評

価について」として現在用いられている施設評価票の新生児医療機能の評価項目について、

全国の総合および地域周産期母子医療センターの責任者からの意見を集約する。 

＜研究結果＞新生児医療連絡会に所属する総合および地域周産期母子医療センターの施設

責任者に意見を依頼した。 

＜考察＞現状の評価に対する意見は少ないので、現場の意見を集約するよりむしろ、最新の

データを用いて評価の妥当性を検討する。 

＜結論＞最新のデータを用いて、評価方法の精緻化を今後行う予定である。 

A．研究目的 
総合および地域周産期母子医療センターの

施設としての機能を評価する方法として、「各

都道府県の周産期医療体制に係る調査及び周

産期母子医療センターの評価について」に基づ

いて、項目データの収集および評価の点数化が

行われている。しかしながら、現在の評価項目

および点数化については、新生児医療現場で実

際に診療に従事する医療スタッフの意見は必

ずしも十分に反映されていない。そこで、平成

27 年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療

基盤開発推進研究事業）「地域格差是正を通し

た周産期医療体制の将来ビジョン実現に向け

た先行研究」（研究代表者：田村正徳、分担研

究者：楠田 聡）の周産期母子医療センターの

施設基準と評価に関する研究で、現状の評価方

法の見直し案を提言した。ただし、その後のデ

ータ収集が進んでいないために、現時点で評価

基準の精緻化を検討することが困難である。そ

こで、さらに総合および地域周産期母子医療セ

ンターの NICU 責任者に現状の評価基準に対

する意見の収集を行う。 

 

B．研究方法 
 平成 24 度度厚生労働科学研究費補助金「周

産期医療体制の推進に関する研究」（研究代表

者：池ノ上 克）で作成し、「各都道府県の周

産期医療体制に係る調査及び周産期母子医療

センターの評価について」としてすでに用いら

れている評価票に対して、新生児医療連絡会に

所属する総合および地域周産期母子医療セン

ターの NICU 責任者に別紙の依頼書を用いて

意見を求めた。 

 

C．研究結果 
意見の提出が少なく、現在も意見の提出を待

っている状況である。 

 

D．考察 
現在用いられている施設評価基準への現場

からの意見はあまり多くないので、最新の調査

結果を用いて、実際の総合および地域周産期母
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子医療センターのパフォーマンスと評価点の

関係を検討する必要がある。そして、パフォー

マンスとの乖離点を検討して、現状の評価基準

の精緻化を図る必要がある。 

 

E．結論 
 「各都道府県の周産期医療体制に係る調査及

び周産期母子医療センターの評価について」の

最新のデータを用いて、評価方法の精緻化を今 

後行う予定である。 

 

F．健康危険情報 
特に無し。 

  

G．研究発表 
 無し。 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得 

無し。 

2. 実用新案登録 

無し。 

3. その他 

無し。 
別紙 
新生児医療連絡会会長 

 

中村友彦 先生 

 

現在、平成 28 年度厚生労働科学研究（地域

医療基盤開発推進研究事業）として、「周産期

搬送に関する研究」（研究代表者：田村正徳、

分担研究者：楠田 聡）が実施されています。

その中で、私は分担研究の課題として、「周産

期医療センターの評価基準の見直しと新しい

評価票作成に関する研究」を担当しております。

この評価は、資料 1、2 に示す内容で、全国の

総合および地域周産期母子医療センターの機

能を点数化し、資料 3 のように ABC の評価を

行っています。ただ、周産期母子医療センター

の機能が適確に点数化されているとは言えな

い状況と考えております。 

そこで、今回の連絡会総会には、全国の総合

および地域周産期母子医療センターの施設代

表者が参加されますので、この機会に是非この

評価方法に対するご意見を頂ければと考えて

います。なお、日本新生児成育医学会の評議員

の先生方には以前に書面でご意見を頂き、調査

票に反映できるように働きかけていますが、施

設代表の先生方が一堂に会して十分に討議す

る機会がございませんでした。今回の総会の機

会にご討議頂ければと思います。 

もし、総会の時間内にご意見を十分に頂けな

い場合には、後日メールでもかまいませんので、

宜しくお願いします。 

連絡会総会の時間が少ないなか、勝手なお願

いで申し訳ありませんが、ご配慮頂ければ幸い

です。 

 

 

平成 28 年 11 月 28 日 

東京女子医科大学母子総合医療センター 

楠田 聡 

kusuda.satoshi@twmu.ac.jp 
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